
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
平
成
29
年
に
調
査
し
た
菓
子

野
地
下
式
横
穴
墓
は
、「
地
面
に
穴
が
開

い
た
」
と
の
市
民
か
ら
の
連
絡
を
き
っ
か

け
に
、
１
５
０
０
年
前
の
古
墳
を
発
見
し
、

発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
、
た
く
さ
ん
の
人
骨
や
武
器
な
ど
が
見

つ
か
り
、
古
墳
時
代
を
解
き
明
か
す
貴
重

な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

遺
跡
～
足
元
に
眠
る
文
化
財
～

市
内
に
あ
る
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
は
、

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼
ば
れ
る
国
民
共
有

の
財
産
で
す
。
し
か
し
、
地
下
に
あ
る
た

め
、
知
ら
な
い
う
ち
に
工
事
な
ど
で
影
響

を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
遺
跡
を
守
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大

事
な
歴
史
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
工
事
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

そ
の
工
事
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

開
発
や
工
事
、
家
屋
の
建
築
な
ど
を
計

画
し
た
時
は
、
遺
跡
を
守
る
た
め
に
次
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

②
試
掘
・
確
認
調
査

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
財
保
存
の
現
状

市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
文
化

財
や
、
民
俗
芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
大
切
に
保
存
・
継
承
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
意
識
の
多
様
化
な
ど
、
文
化
財
を
守
る

人
た
ち
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

荒
廃
し
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
り
し
て
い
る

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

市
で
は
、
国
や
県
、
市
指
定
の
文
化
財

を
中
心
に
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各

地
に
あ
る
未
指
定
の
史
跡
な
ど
も
、
管
理

し
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
必
要
に

応
じ
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
連
絡
か
ら
文
化
財
を
発
見

市
内
に
は
、
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造

る
「
地
下
式
横
穴
墓
」
と
い
う
古
墳
が
多

く
存
在
し
ま

す
。
同
墓
は
、

市
民
か
ら
の

連
絡
で
存
在

が
確
認
さ
れ

る
こ
と
も
多

く
、そ
の
保
護

に
つ
な
が
っ

笹
ささ

葉
ば

 照
てる

明
あき

さん
（高城町有水）

身近なことか
らをモットーに、
地域の文化財を

守る活動を始めて７年が経過。高城
町有水地区にある市指定史跡「田辺
かくれ念仏洞」や県指定史跡「観音
瀬水路」のトイレ・階段の他、日待
塔と供養塔の掃除など、毎月２回実
施しています。県外などから訪れた
人に「地域の宝」を楽しんでもらえ
るとうれしいですね。

「地域の宝」を守る住民主体の
保護活動を紹介します。

文化財を守る活動文化財を守る活動

11月１日㈰～７日㈯は文化財保護強調週間11月１日㈰～７日㈯は文化財保護強調週間

「地域「地域のの宝」宝」をを
みんなみんなでで守ろう守ろう

文化財は、私たちの祖先の生活の中で生まれ、育まれてきた貴重な財産で、昔と今をつなぐ大切な役割を担う「地
域の宝」です。私たちが生活している地面の下にも、何千年も前の生活や文化について教えてくれる貴重な文化
財「遺跡」が眠っています。現代に生きる私たちに生きるためのヒントを与えてくれる文化財をみんなで守って
いきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎問い合わせ　文化財課　☎ 23-9547

｜ボコ!｜

｜ボコ!｜
文化財を守る活動文化財を守る活動
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